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＜連絡事項＞

・本日17：10～認知症サポーター養成講座の予定となっている為、対象の方は遅れずに

出席お願いします。

・栄養～レストラン移動の際は食事カードを忘れずに持参させ、日清スタッフに確認してもらって下さい。

＜患者様連絡事項＞

・柏井　順子様～本日昼より、牛乳→ヨーグルトへ変更となる。

・伏葉　富男様～前日尿量400ml、深澤Drへ報告し、ラクテック500mｌ　1本　処方、本日より、白湯各食100ml追加（合計200-200-100）の指示あり。

　　　　　　　　本日、膀胱留置カテーテル交換実施。次回は7/5（火）の予定。

・續石　啓介様～本人より希望あり、フルニトラゼパム（1）1T　1×vds7日分処方となる。

・戸田　スミ様～7/4（月）木戸口クリニック受診予定となっていたが、家族が代理受診し処方箋を持参するとのこと。拒食・拒薬時、経過観察、興奮時、レボトミン（25）0.5A　筋注の継続指示あり。

・橋本　定様～7月にCT検査実施後、南病棟への移動を検討していく。

＜隔離入室患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～時間隔離継続中。挨拶行為や他者への話し掛け頻回にみられているが、促しにて自室で休む事は出来ている。引き続き、精神状態の観察と病状評価を行い、他者トラブルに注意し看護介入行っていく。

・木村　格治様～終日隔離継続中。食事に関する不満を訴えていたが、対応後は落ち着き

口調の荒さもなくなっている。引き続き、精神状態の観察を行い、症状

改善を図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様ケース検討＞

・池野　功一様～脱衣行為あり、食事以外は全裸で過ごされている。水薬の拒薬はない。vdsの拒否があるようなら夕のシロップに混ぜて内服するよう指示あり。引き続き、精神症状に注意して観察していく。
・戸田　スミ様～拒食、拒薬続いているが、本日娘様の面会時に娘様の促しにより食事摂取されている。娘様が帰る時に帰宅要求聞かれているが、スタッフ介入にて落ち着くこと出来ている。

・高橋　義明様～本日、幻聴の訴えはないが吐薬行為あり、「今日、初めてやった」と話している。服薬時、注意し確認していく。

・澤野　照明様～朝、黒色便と出血少量あり。体温は37.6℃から解熱あり、酸素飽和濃度の低下はなし。食事は朝1/2、昼1/3摂取。労作時の息切れは続いている。引き続き、出血と貧血症状に注意して身体管理を行っていく。

・中村　安孝様～入院当初と現在では精神状態に変化がある為、再度心理検査を実施しアルコールプログラムの導入を検討していく。

＜新入院患者様情報＞

　氏　　名：磯谷　善正様

　生年月日：昭和35年9月17日　55歳

　性　　別：男性

　病　　名：アルコール依存症

　入院形態：任意入院

　担当医　：田名部Dr

　病棟病室：東病棟Dユニット18号室

　＜経過＞

初飲は中学生。その頃よりアルコールを「おいしい」と感じ毎日飲酒するようになる。H17年頃より目立って飲酒量が増加。酩酊時妻や兄に対しての暴言、暴力が見られ飲酒運転な

どの問題行動が見られるようになる。同時期妻とは別居されている。Ｈ28年6/12酩酊状態で交通事故を起こした事から娘様より強く断酒を勧められ当院初診となった。当院での専門治療希望されたことから任意入院となる。

　＜その他＞　　　　　　　　　　　　　　　　　
・家族洗濯

・買い物カードなし

